
「平成２２年産特産果樹生産動態等調査」正誤表

表番号 表題 表頭１ 表頭２ 表頭３ 表側１ 表側２ 誤 正
東京 1.0 12.2
小計 1.0 12.2

総計 2.0 13.2
東京 14.8 1.0
小計 28.6 14.8

総計 92.5 78.7
東京 （空欄） 14.8
小計 375.7 390.5

総計 1,141.4 1,156.2
茨城 56.4 （空欄）
小計 67.6 11.2

総計 138.9 82.5
茨城 38.0 94.4
小計 336.0 392.4

総計 3,978.1 4,034.5
群馬 59.4 59.9
埼玉 10.0 11.3
関東計 545.3 547.1
総計 1,044.0 1,045.8
埼玉 2.2 21.3
関東計 6,856.7 6,875.8
総計 11,165.2 11,184.3
埼玉 （空欄） 8.1
関東計 1,169.1 1,177.2
総計 4,149.5 4,157.6
埼玉 2.2 11.2
関東計 4,972.7 4,981.7
総計 5,948.7 5,957.7
埼玉 （空欄） 2.0
関東計 646.5 648.5
総計 966.0 968.0
埼玉 2.2 13.2
関東計 5,628.5 5,639.5
総計 6,924.0 6,935.0
群馬 60.6 61.1
埼玉 10.0 11.3
関東計 743.9 745.7
総計 2,028.9 2,030.7
埼玉 2.2 21.3
関東計 8,306.3 8,325.4
総計 15,789.5 15,808.6
埼玉 （空欄） 8.1
関東計 1,169.1 1,177.2
総計 4,149.5 4,157.6
埼玉 2.2 11.2
関東計 6,413.5 6,422.5
総計 10,084.0 10,093.0
埼玉 （空欄） 2.0
関東計 646.5 648.5
総計 1,368.5 1,370.5
埼玉 2.2 13.2
関東計 7,069.3 7,080.3
総計 11,461.8 11,472.8

栽培面積 群馬 （行追加） 0.5
栽培面積 計 93.0 93.5
栽培面積 （行追加） 1.3
収穫量 （行追加） 19.1

生食向け （行追加） 8.1
醸造用 （行追加） 9.0
果汁用 （行追加） 2.0
 計 （行追加） 11.0

栽培面積 120.0 121.3
収穫量 1,211.0 1,230.1

生食向け 62.5 70.6
醸造用 1,073.2 1,082.2
果汁用 74.0 76.0
 計 1,147.2 1,158.2

栽培面積 1,044.1 1,045.9
収穫量 11,165.2 11,184.3
生食向け 4,149.5 4,157.6

醸造用 5,948.7 5,957.7
果汁用 966.0 968.0
計 6,924.0 6,935.0

栽培面積 2,029.0 2,030.8
収穫量 15,789.5 15,808.6
生食向け 4,149.5 4,157.6

醸造用 10,084.0 10,093.0
果汁用 1,368.5 1,370.5
計 11,461.8 11,472.8

埼玉 2 13
関東計 5,629 5,640
総計 6,924 6,935.0
埼玉 2 13
関東計 7,069 7,080
総計 11,462 11,473.0

平成２２年

4

関東

未登録中生・赤なし

関東

関東

栽培面積

生食用（加工兼用）品種

コンコード

ﾏｽｶｯﾄﾍﾞﾘｰA（ﾍﾞﾘｰA）

1
Ⅰ果樹品種別生産動向調査
なし
日本なし

晩生・赤なし 新高

稲城

埼玉

用途別仕向量

計

用途別仕向量

Ⅳぶどう用途別仕向実績調査
３生食用品種別（加工兼用品種含む）の加工向け利用状況

用途別仕向量

生食用品種計

用途別仕向量 加工向け

総計
（加工専用品種＋生食用品種）

加工向け

関東

関東

長十郎

未登録

1
Ⅰ果樹品種別生産動向調査
かき

甘柿 未登録

醸造用

果汁用

筆柿

甘柿 未登録 富有

Ⅳぶどう用途別仕向実績調査
４年次別加工仕向量
 （３）ぶどうの加工仕向量（加工専用品種＋生食用品種）の推移

Ⅳぶどう用途別仕向実績調査
１都道府県別の生産状況

収穫量

計

平成２２年
Ⅳぶどう用途別仕向実績調査
４年次別加工仕向量
（２）生食用品種（加工兼用品種含む）の加工仕向量の推移

合計

栽培面積

収穫量

用途別仕向量

生食向け

醸造用

果汁用

用途別仕向量

計

生食向け


